
窓口支援事例 【岩手県 知財総合支援窓口】

企業情報 

株式会社 KOTOSE(日本滑舌能力検定協会) 

所在地 盛岡市加賀野一丁目13-13 

ホームページ URL https://kotose.com/ 

設立年 20０６年 

従業員数 ３人 

https://katsu-zetsu.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

一押し商品 

自社の強み 

企業概要 

IBC 岩手放送（TBS 系列）の元アナウンサーが子育てをしながら始めた教室で

す。アナウンサー時代に身につけた技術（発声や発音、滑舌力アップのポイント

など）をお伝えしながら、『読み聞かせ・朗読の講座』や『滑舌トレーニング』等 

各種音読の講座を開講しています。 

また、十年間音読教室を継続してきた中で創り上げた音読プログラム 

『脳活音読』は、体を動かしたり、リズムに合わせて音読をする、 

KOTOSE オリジナルの音読ワークです。脳を活性化させ、体や心を元気にし、 

認知症予防や改善、アンチエイジングにも効果が期待されます。 

① 各種音読講座の開講

＊滑舌トレーニング講座 ＊深読み会（朗読、読み聞かせ講座）＊脳活音読教室

＊地元新聞社 岩手日報カルチャースクール『脳の体操』音読教室 他 

② 検定事業（滑舌能力検定の運営・実施）＊201５年新規立ち上げ

③ 講師派遣 ＊司会 ＊出張講座など

また、岩手県教育委員会盛岡教育事務所より『読書活動推進員』の委嘱を受け、

県内の小、中、高校で学生向けの音読（滑舌トレーニング）の授業や、保護者、

先生対象の読み聞かせ講座などもさせていただいています。 

 2016 年３月に開始した、新規事業『滑舌能力検定』は、『日頃の滑舌トレー

ニングの成果を確認したい！』『何か目標があると、滑舌トレーニングへのモチ

ベーションが上がるのでは？』という、音読教室に通ってくださっている方

からの声により誕生しました。 

 音読を始めたばかりの小学生から、面接やプレゼンテーションに向けて自信

をつけたいという学生・社会人の方、また、会話を楽しむ為に滑舌力を維持し

たいという高齢の方にも受けていただいています。 

 『会場受検』に加えて２０１７年より『オンライン受検』も開始。会場に足

を運ぶことが難しい県外など遠方の方からも受検していただけます。 

（商標登録第 5834390 号） 
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これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

窓口を活用して変わったところ 

その後の相談概要 

最初の相談概要 

窓口活用のきっかけ 

知財総合支援窓口活用のポイント

 同社は、これまで音読教室を実施してきた経験をもとに、聞き手に誤解なく認識してもらえる言葉の

発し方、すなわち「滑舌」に特化した検定事業を企画立案されました。世の中にはまだこのような検定

機関はないので「日本滑舌能力検定協会」と名乗り、検定事業に関係するサービスであることを示す標

識を商標登録し、この商標を旗印にして全国に向けて発信していこうとの考えで、知財総合支援窓口に

相談に来られました。 

 仮に「滑舌能力検定」という名称を商標登録する場合、どういう手順で、どう進めていったらよいの

かという初歩的な相談から始まりました。長年にわたって使うと思われる標識を商標とすべきこと、ど

のようなサービスにこの商標を使うかを整理してみること、類似した商標がすでに登録されていないか

調べる方法などを助言しました。また、具体的な商標構成や指定役務については専門家相談を利用され

るよう勧めました。 

 弁理士による支援４回、弁護士による支援１回の専門家相談を実施。弁理士によるアドバイスを受け

て具体的な商標の検討と、将来の事業展開も予想した指定役務の検討を進めました。また、教材として

使うテキストを自作するに当たり、掲載する文章の著作権の扱いについて弁護士からアドバイスをいた

だきました。 

 自分の権利だけでなく他社の権利についても敏感になってきたように思います。商標だけでなく著作

権の観点も含めて新しい事業の展開を進めておられます。商標出願は、専門家のアドバイスを受けなが

ら自分達で手続きできるようになり、今後、また新しい商標登録を行うときにはスムーズに出願検討が

できるものと期待されます。 

 商標出願等、まったく知識のない状況からのスタートでしたが、何度も時間を作っていただき、専門

的な観点からいろいろなアドバイスをいただくことができました。 

 また、進めたい方向をくみ取ってくださり、質問したこと以外にも適切な助言をいただけたので、

大変助かりました。どんな些細なことでもお聞きしてみると親切に対応してくださいますよ！

窓口担当者から一言 （氏名：加藤 雅一） 

 世間では「話し方講座」「音読教室」「発声訓練」などが種々の工夫を凝らして実施さ

れています。しかし、これらの成果を判定する基準がなかったところ、「滑舌」の良し悪

しの観点で「検定」するという新企画。商標を活用しながら地方発の新ビジネス展開に

期待しています。

2022年1月6日更新　新原稿

資本金 ５０万円 

業 種 サービス業



窓口支援事例 【岩手県 知財総合支援窓口】

企業情報 

株式会社 KOTOSE(日本滑舌能力検定協会) 

所在地 岩手県盛岡市肴町９－１５－２F 

ホームページ URL http://kotose.com/ http://katsu-zetsu.com/ 

設立年 20０６年 業 種 教育・学習支援業 

従業員数 ３人 資本金 ５０万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

一押し商品 

自社の強み 

企業概要 

IBC 岩手放送（TBS 系列）の元アナウンサーが子育てをしながら始めた教室で

す。アナウンサー時代に身につけた技術（発声や発音、滑舌力アップのポイント

など）をお伝えしながら、『読み聞かせ・朗読の講座』や『滑舌トレーニング』等 

各種音読の講座を開講しています。 

また、十年間音読教室を継続してきた中で創り上げた音読プログラム 

『脳活音読』は、体を動かしたり、リズムに合わせて音読をする、 

KOTOSE オリジナルの音読ワークです。脳を活性化させ、体や心を元気にし、 

認知症予防や改善、アンチエイジングにも効果が期待されます。 

① 各種音読講座の開講

＊滑舌トレーニング講座 ＊深読み会（朗読、読み聞かせ講座）＊脳活音読教室

＊地元新聞社 岩手日報カルチャースクール『脳の体操』音読教室 他 

② 検定事業（滑舌能力検定の運営・実施）＊201５年新規立ち上げ

③ 講師派遣 ＊司会 ＊出張講座など

また、岩手県教育委員会盛岡教育事務所より『読書活動推進員』の委嘱を受け、

県内の小、中、高校で学生向けの音読（滑舌トレーニング）の授業や、保護者、

先生対象の読み聞かせ講座などもさせていただいています。 

 2016 年３月に開始した、新規事業『滑舌能力検定』は、『日頃の滑舌トレー

ニングの成果を確認したい！』『何か目標があると、滑舌トレーニングへのモチ

ベーションが上がるのでは？』という、音読教室に通ってくださっている方

からの声により誕生しました。 

 音読を始めたばかりの小学生から、面接やプレゼンテーションに向けて自信

をつけたいという学生・社会人の方、また、会話を楽しむ為に滑舌力を維持し

たいという高齢の方にも受けていただいています。 

 『会場受検』に加えて２０１７年より『オンライン受検』も開始。会場に足

を運ぶことが難しい県外など遠方の方からも受検していただけます。 

（商標登録第 5834390 号） 
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これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

窓口を活用して変わったところ 

その後の相談概要 

最初の相談概要 

窓口活用のきっかけ 

知財総合支援窓口活用のポイント

 同社は、これまで音読教室を実施してきた経験をもとに、聞き手に誤解なく認識してもらえる言葉の

発し方、すなわち「滑舌」に特化した検定事業を企画立案されました。世の中にはまだこのような検定

機関はないので「日本滑舌能力検定協会」と名乗り、検定事業に関係するサービスであることを示す標

識を商標登録し、この商標を旗印にして全国に向けて発信していこうとの考えで、知財総合支援窓口に

相談に来られました。 

 仮に「滑舌能力検定」という名称を商標登録する場合、どういう手順で、どう進めていったらよいの

かという初歩的な相談から始まりました。長年にわたって使うと思われる標識を商標とすべきこと、ど

のようなサービスにこの商標を使うかを整理してみること、類似した商標がすでに登録されていないか

調べる方法などを助言しました。また、具体的な商標構成や指定役務については専門家相談を利用され

るよう勧めました。 

 弁理士による支援４回、弁護士による支援１回の専門家相談を実施。弁理士によるアドバイスを受け

て具体的な商標の検討と、将来の事業展開も予想した指定役務の検討を進めました。また、教材として

使うテキストを自作するに当たり、掲載する文章の著作権の扱いについて弁護士からアドバイスをいた

だきました。 

 自分の権利だけでなく他社の権利についても敏感になってきたように思います。商標だけでなく著作

権の観点も含めて新しい事業の展開を進めておられます。商標出願は、専門家のアドバイスを受けなが

ら自分達で手続きできるようになり、今後、また新しい商標登録を行うときにはスムーズに出願検討が

できるものと期待されます。 

 商標出願等、まったく知識のない状況からのスタートでしたが、何度も時間を作っていただき、専門

的な観点からいろいろなアドバイスをいただくことができました。 

 また、進めたい方向をくみ取ってくださり、質問したこと以外にも適切な助言をいただけたので、

大変助かりました。どんな些細なことでもお聞きしてみると親切に対応してくださいますよ！

窓口担当者から一言 （氏名：加藤 雅一） 

 世間では「話し方講座」「音読教室」「発声訓練」などが種々の工夫を凝らして実施さ

れています。しかし、これらの成果を判定する基準がなかったところ、「滑舌」の良し悪

しの観点で「検定」するという新企画。商標を活用しながら地方発の新ビジネス展開に

期待しています。

2019年9月5日掲載　旧原稿



窓口支援事例 【岩手県 知財総合支援窓口】 

企業情報 

株式会社 KOTOSE(日本滑舌能力検定協会)                          

所在地 岩手県盛岡市 

ホームページ URL http://kotose.com/ 

http://katsu-zetsu.com/   

設立年 20０６年 業 種 教育・学習支援業 

従業員数 ３人 資本金 ５０万円 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

一押し商品 

自社の強み 

IBC 岩手放送（TBS 系列）でアナウンサーをしていた二人が、退社後、 

子育てをしながら始めた教室です。 

アナウンサー時代に身につけた技術（発声や発音、滑舌力アップのポイントな

ど）をお伝えしながら、『読み聞かせ・朗読の講座』や『滑舌トレーニング』等  

各種音読の講座を開講しています。 

又、十年間音読教室を継続してきた中で創り上げた音読プログラム 

『脳活音読』は、体を動かしたり、リズムに合わせて音読をする、 

KOTOSE オリジナルの音読ワークです。 

脳を活性化させ、体や心を元気にし、認知症予防や改善、アンチエイジングにも 

効果が期待されます。 

① 各種音読講座の開講 

＊滑舌トレーニング講座 ＊深読み会（朗読、読み聞かせ講座）＊脳活音読教室 

＊地元新聞社 岩手日報カルチャースクール『脳の体操』音読教室 他 

② 検定事業（滑舌能力検定の運営・実施）＊201５年新規立ち上げ 

③ 講師派遣 ＊司会 ＊出張講座など 

又、岩手県教育委員会盛岡教育事務所より『読書活動推進員』の委嘱を受け、 

県内の小、中、高校で学生向けの音読（滑舌トレーニング）の授業や、保護者、 

先生対象の読み聞かせ講座などもさせていただいています。 

 2016 年３月に開始した、新規事業『滑舌能力検定』は、『日頃の滑舌トレー

ニングの成果を確認したい！』『何か目標があると、滑舌トレーニングへのモチ

ベーションが上がるのでは？』という、音読教室に通ってくださっている方 

からの声により誕生しました。 

 音読を始めたばかりの小学生から、面接やプレゼンテーションに向けて自信

をつけたいという学生・社会人の方、又、会話を楽しむ為に滑舌力を維持した

いという高齢の方にも受けていただいています。 

 『会場受験』に加えて２０１７年より『オンライン受験』も開始。会場に足

を運ぶことが難しい県外など遠方の方からも受験していただけます。 

 
（商標登録第 5834390 号） 
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知財総合支援窓口活用のポイント

 同社は、これまで音読教室を実施してきた経験をもとに、聞き手に誤解なく認識してもらえる言葉の

発し方、すなわち「滑舌」に特化した検定事業を企画立案されました。世の中にはまだこのような検定

機関はないので「日本滑舌能力検定協会」と名乗り、検定事業に関係するサービスであることを示す標

識を商標登録し、この商標を旗印にして全国に向けて発信していこうとの考えで、知財総合支援窓口に

相談に来られました。 

 仮に「滑舌能力検定」という名称を商標登録する場合、どういう手順で、どう進めていったらよいの

かという初歩的な相談から始まりました。長年にわたって使うと思われる標識を商標とすべきこと、ど

のようなサービスにこの商標を使うかを整理してみること、類似した商標がすでに登録されていないか

調べる方法などを助言しました。また、具体的な商標構成や指定役務については専門家相談を利用され

るよう勧めました。 

 弁理士による支援４回、弁護士による支援１回の専門家相談を実施。弁理士によるアドバイスを受け

て具体的な商標の検討と、将来の事業展開も予想した指定役務の検討を進めました。また、教材として

使うテキストを自作するに当たり、掲載する文章の著作権の扱いについて弁護士からアドバイスをいた

だきました。 

 自分の権利だけでなく他社の権利についても敏感になってきたように思います。商標だけでなく著作

権の観点も含めて新しい事業の展開を進めておられます。商標出願は、専門家のアドバイスを受けなが

ら自分達で手続きできるようになり、今後、また新しい商標登録を行うときにはスムーズに出願検討が

できるものと期待されます。 

 商標出願等、まったく知識のない状況からのスタートでしたが、何度も時間を作っていただき、専門

的な観点からいろいろなアドバイスをいただくことができました。 

 また、進めたい方向をくみ取ってくださり、質問したこと以外にも適切な助言をいただけたので、 

大変助かりました。どんな些細なことでもお聞きしてみると親切に対応してくださいますよ！ 

窓口担当者から一言 （氏名：加藤 雅一） 

 世間では「話し方講座」「音読教室」「発声訓練」などが種々の工夫を凝らして実施さ

れています。しかし、これらの成果を判定する基準がなかったところ、「滑舌」の良し悪

しの観点で「検定」するという新企画。商標を活用しながら地方発の新ビジネス展開に

期待しています。

窓口活用のきっかけ 

これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

窓口を活用して変わったところ 

その後の相談概要 

最初の相談概要 

kyoshida
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